
ＳＩＰ研究成果、北海道フォーラム活動を
道内３都市のシンポジウムで報告！
ＳＩＰ北海道地域実装グループと連携して、「ＳＩＰ地域実装

による地方のインフラ・アセットマネジメントを考える」を、帯
広市、函館市、旭川市で開催しました。

インフラメンテナンス国民会議
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■開催状況

問い合わせ先
■北海道フォーラム総括担当委員
株式会社ドーコン 技術情報部 向井 直樹 TEL：011-801-1590

■フォーラム運営支援
国土交通省北海道開発局開発監理部開発調整課 向上、木村 TEL：011-709-2311（内線：5479）

■プログラム

↑講演の状況＠帯広 ↑パネルディスカッションの状況＠函館 ↑フォーラム企画委員長挨拶＠旭川

栗田 悟氏
北海道建設業協会副会長

【帯広市】日時：平成３１年１月３１日（木）１４：００～１７：３０
場所：北海道新聞帯広支社大会議室 参加者：約８０名

【函館市】日時：平成３１年２月２３日（土）１３：２０～１７：００
場所：函館国際ホテル 参加者：約８０名

【旭川市】日時：平成３１年３月４日（月）１３：００～１７：００
場所：星野リゾートＯＭＯ７旭川 参加者：約１１０名

〇講話・講演
・ＳＩＰ地域実装チームの活動実績と地域との共生（旭川）
・ＳＩＰ地域実装に向けた取り組み（帯広、函館）
・社会インフラ維持管理の課題とマネジメント（旭川）
・モバイルプロフィロメータを利用した路面点検（帯広、函館、旭川）
・二輪型マルチコプタによる橋梁点検（帯広、函館、旭川）
・地域が自ら支える水インフラ維持管理（旭川）

〇パネルディスカッション
・各管理者が管理するインフラについて現状や取組み、問題点について意見交換（函館）

←ＳＩＰグループと北海道フォーラムとの引継式
（フォトセッション＠旭川）

2019年３月をもって、ＳＩＰグループは研究活動期

間を終えるため、地域実装への取組みを、北海フォー

ラムが引き継ぐこととして、引継ぎの意を込めてフォ

トセッションを実施しました。


